
楊
維
禎
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

要

木

純

一

序
論

　
文
学
作
品
は
一
旦
公
表
さ
れ
る
や
、
作
者
の
手
を
離
れ
て
し
ま
う
。
作
者
の
思
い
が
け
な
い
形
で
、
読
者
の
享
受
し
た
い
よ
う
に
、
享
受

さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
ま
た
、
同
時
代
人
に
あ
ま
ね
く
読
ま
れ
た
い
と
欲
し
、
更
に
は
後
世
に
名
を
残
す
べ
く
、
意
気
込
ん
だ
作

品
が
、
研
究
者
や
好
事
家
を
除
い
て
歓
迎
さ
れ
ず
、
気
楽
に
作
っ
た
か
の
よ
う
な
作
品
が
、
却
っ
て
愛
唱
さ
れ
、
後
世
ま
で
語
り
伝
え
ら
れ
、

つ
い
に
は
そ
の
作
者
の
代
表
作
と
ま
で
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
、
我
々
の
よ
く
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
元
末
、
一
世
を
風
靡
し
た
、
楊
維
槙
（
一
二
九
六
一
二
二
七
〇
）
の
代
表
作
と
し
て
目
さ
れ
て
い
る
『
西
湖
竹
枝
歌
』
が
こ
れ
に
あ
て
は

ま
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
た
。
楊
維
槙
本
人
と
し
て
は
、
僅
々
、
七
絶
九
首
の
こ
の
作
品
よ
り
も
、
力
を
込
め
て
作
っ
た
、
長
編
の
古
楽

府
の
作
品
群
こ
そ
、
後
世
に
遺
っ
て
欲
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
と
。

　
門
人
呉
復
の
編
輯
に
係
る
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
『
四
部
叢
刊
正
編
』
所
収
）
十
巻
の
う
ち
、
巻
七
ま
で
が
、
雑
言

長
編
の
楽
府
、
巻
八
が
五
律
、
巻
九
が
五
絶
、
そ
し
て
、
巻
十
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
竹
枝
歌
等
の
七
絶
の
作
品
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
絶
、
七
絶
は
、
一
首
あ
た
り
の
字
数
が
少
な
い
の
で
、
作
品
数
こ
そ
多
い
が
、
分
量
か
ら
見
れ
ば
、
楊
維
槙
の
精
力
の
大
半
が
長
編
の
楽

府
に
費
や
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
さ
て
、
四
部
叢
刊
本
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
は
、
巻
十
一
か
ら
巻
十
六
ま
で
、
同
じ
く
門
人
章
碗
が
編
輯
し
た
『
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
』

が
補
わ
れ
て
全
本
を
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
巻
十
二
、
『
復
古
詩
集
』
と
し
て
は
巻
二
に
、
章
碗
が
至
正
丙
午
（
二
十
六
年
　
二
二
六
六
）

　
　
楊
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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ムノ＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る

に
「
謹
ん
で
拝
手
し
て
識
し
」
た
楊
維
禎
の
こ
と
ば
を
引
く
。

　
　
　
予
は
三
体
を
用
い
て
史
を
詠
ず
。
七
言
絶
句
体
を
用
い
る
者
は
三
百
首
。
古
楽
府
体
な
る
者
は
二
百
首
。
古
楽
府
小
絶
句
体
な
る
者

　
　
は
四
十
首
。
絶
句
は
人
到
る
こ
と
易
し
。
吾
が
門
の
章
木
は
之
を
能
く
す
。
古
楽
府
は
到
る
こ
と
易
か
ら
ず
。
吾
が
門
の
張
憲
は
之
を

　
　
能
く
す
。
小
楽
府
に
至
り
て
は
壬
二
子
能
わ
ず
。
惟
だ
吾
の
み
之
を
能
く
す
。

「
古
楽
府
体
」
は
長
編
雑
言
の
楽
府
、
「
小
絶
句
体
」
は
五
絶
の
も
の
を
指
す
。
「
史
を
詠
ず
」
と
い
う
の
が
、
竹
枝
歌
等
を
包
含
し
う
る
の

か
ど
う
か
、
各
形
式
の
作
品
数
に
つ
い
て
も
現
存
の
楊
維
槙
の
そ
れ
に
合
わ
な
い
の
は
な
ぜ
か
等
の
問
題
が
あ
る
が
、
今
は
拘
ら
な
い
。
恐

ら
く
、
自
分
の
よ
う
な
天
才
を
要
す
る
と
言
い
た
げ
な
五
絶
は
別
格
と
し
て
、
七
絶
は
易
々
と
出
来
て
、
長
編
楽
府
は
骨
が
折
れ
る
と
い
う
。

そ
の
多
大
な
苦
労
を
し
た
古
楽
府
よ
り
も
、
七
絶
の
竹
枝
歌
の
方
を
後
世
は
却
っ
て
評
価
す
る
。
清
末
、
翁
方
綱
の
『
石
洲
詩
話
』
第
五
（
『
函
万

雅
堂
叢
書
』
（
華
文
書
局
影
印
　
一
九
六
五
）
第
六
集
所
収
）
に
い
う
。

　
　
　
廉
夫
（
楊
維
槙
の
字
）
は
、
五
言
小
楽
府
は
七
言
絶
句
の
上
に
在
り
と
自
負
す
。
然
れ
ど
も
、
七
言
『
竹
枝
』
諸
編
は
、
当
に
小
楽

　
　
府
と
倶
に
絶
唱
と
為
す
べ
し
。
劉
夢
得
（
禺
錫
）
以
後
、
倫
比
す
る
有
る
こ
と
牢
な
り
。
而
し
て
『
竹
枝
』
尤
も
妙
な
り
。
七
言
長
編

　
　
に
至
り
て
は
、
す
な
わ
ち
張
思
廉
（
憲
）
も
亦
た
之
有
り
、
傍
お
是
李
長
吉
（
賀
）
よ
り
打
ち
出
す
耳
。

　
長
編
の
楽
府
は
、
李
賀
の
模
倣
で
あ
り
、
門
人
の
張
憲
と
出
来
栄
え
に
大
差
は
な
い
。
五
絶
も
よ
い
が
、
や
は
り
七
絶
の
竹
枝
歌
を
翁
方

綱
は
推
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
明
代
の
胡
応
麟
は
そ
の
評
論
集
『
詩
藪
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
五
八
初
刊
　
一
九
七
九
重
刊
）
の
外

編
第
六
で
、
ま
ず
、
楊
維
槙
の
五
絶
小
楽
府
を
「
才
情
縹
渺
と
し
て
、
当
代
に
独
歩
す
」
と
賞
賛
す
る
が
、
つ
い
で
七
絶
に
つ
い
て
も
ほ
め

る
。　

　
　
楊
の
七
言
絶
、
『
西
湖
（
竹
枝
歌
）
』
、
『
呉
下
竹
枝
歌
』
及
び
『
春
侠
』
、
『
宮
詞
』
、
『
続
香
奮
』
、
『
遊
仙
』
等
の
作
の
如
き
は
、
本
と

　
　
夢
得
（
劉
禺
錫
）
、
致
光
（
韓
握
）
に
学
ぶ
も
、
而
し
て
筆
端
の
高
爽
な
る
処
は
往
往
に
し
て
李
供
奉
（
白
）
に
逼
る
。
『
漫
興
』
は
杜

　
　
（
甫
）
に
学
び
て
、
亦
た
略
ぽ
之
に
近
し
。
其
の
才
情
は
実
に
趙
（
子
昂
）
、
掲
（
僕
斯
）
の
上
に
出
づ
。
歌
行
に
至
り
て
は
、
則
ち

　
　
太
だ
綺
靡
に
溺
れ
、
古
詩
は
大
い
に
議
論
を
著
し
、
五
七
近
体
は
句
格
平
平
た
り
、
殊
に
釆
る
に
足
る
無
し
。
才
は
各
の
近
づ
く
有
り
、

　
　
強
う
可
か
ら
ざ
る
也
。



　
こ
れ
も
、
歌
行
す
な
わ
ち
長
編
の
古
楽
府
に
対
す
る
評
価
が
低
い
。
楽
府
以
外
の
古
詩
、
近
体
詩
も
「
殊
に
釆
る
に
足
る
無
し
」
と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
評
価
は
、
楊
維
禎
に
と
っ
て
、
甚
だ
不
本
意
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
楊
維
槙
は
、
七
絶
は
易

々
と
出
来
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
限
っ
て
は
、
か
な
り
周
到
な
用
意
を
し
て
い
る
。
必
ず
や
、
当
時
の
人

々
に
歓
迎
さ
れ
、
後
世
に
遺
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
自
負
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
節
が
見
え
る
。
そ
の
用
意
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
以
下
分
析
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
そ
れ
で
は
、
『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
以
下
に
引
用
す
る
。
便
利
の
た
め
、
各
首
に
番
号
を
つ
け
た
。
実
は
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
、
字
句
ど
こ

ろ
か
、
各
首
の
並
べ
方
が
異
な
っ
て
い
た
り
、
更
に
は
、
作
品
の
出
入
が
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
異
同
が
、
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
か
と

い
う
こ
と
は
、
後
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
て
、
今
は
先
に
あ
げ
た
『
四
部
叢
刊
正
編
』
所
収
の
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
巻
十
の
『
西
湖
竹
枝

歌
』
を
引
く
。
こ
れ
が
、
楊
維
禎
が
、
最
初
に
構
想
し
た
『
西
湖
竹
枝
歌
』
の
全
体
像
に
最
も
近
い
と
信
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
も

後
に
述
べ
る
。

①
蘇
小
門
前
花
満
株

　
蘇
公
堤
上
女
当
炉

　
南
官
北
使
須
到
此

　
江
南
西
湖
天
下
無

蘇
小
門
前
花
株
に
満
つ

蘇
公
堤
上
女
は
炉
に
当
た
る

南
官
北
使
須
べ
か
ら
く
此
に
到
る
べ
し

江
南
の
西
湖
は
天
下
に
無
し

②
鹿
頭
湖
船
唱
報
郎

　
船
頭
不
宿
野
鴛
鴦

鹿
頭
の
湖
船
は
報
郎
を
唱
う

船
頭
に
宿
さ
ず
野
な
る
鴛
鴦

楊
維
禎
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

三
七



三
八

為
郎
歌
舞
為
郎
死

不
惜
真
珠
成
斗
量

郎
の
為
に
歌
舞
し
郎
の
為
に
死
な
ん

惜
し
ま
ず
真
珠
の
斗
を
成
し
て
量
る
を

③
家
住
城
西
新
婦
磯

　
勧
君
不
唱
縷
金
衣

　
琵
琶
元
是
韓
朋
木

　
弾
得
鴛
鴦
一
処
飛

家
住
す
城
西
の
新
婦
磯

君
に
勧
む
唱
わ
ざ
れ
縷
金
衣
を

琵
琶
は
元
と
是
れ
韓
朋
の
木
な
り

弾
じ
得
て
鴛
鴦
一
処
に
飛
ぶ

④
勧
郎
真
上
南
高
峰

　
勧
我
莫
上
北
高
峰

　
南
高
峰
雲
北
高
雨

　
雲
雨
相
催
愁
殺
儂

郎
に
勧
む
上
る
莫
か
れ
南
高
峰

我
に
勧
む
上
る
莫
か
れ
北
高
峰

南
高
峰
の
雲
と
北
高
の
雨
と

雲
雨
相
い
催
し
て
儂
を
愁
殺
す

⑤
湖
口
楼
船
湖
日
陰

　
湖
中
断
橋
湖
水
深

　
楼
船
無
柁
是
郎
意

　
断
橋
有
柱
是
儂
心

湖
口
の
楼
船
湖
日
は
陰
り

湖
中
の
断
橋
湖
水
は
深
し

楼
船
に
柁
無
き
は
是
れ
郎
が
意

断
橋
に
柱
有
る
は
是
れ
儂
が
心

⑥
病
春
日
日
可
如
何

　
起
向
西
窓
理
琵
琶

　
見
説
枯
槽
能
卜
命

春
を
病
み
て
日
日
如
何
に
す
可
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
と
の

起
ち
て
西
窓
に
向
い
て
琵
琶
を
理
う

き
く
な
ら

見
説
く
枯
槽
は
能
く
命
を
ト
す
と



柳
州
衡
口
問
来
婆

　
　
ろ
う

柳
州
衡
口
に
来
婆
を
問
う

⑦
小
小
渡
船
如
敏
瓜

　
船
中
少
婦
竹
枝
歌

　
歌
声
唱
入
空
侯
調

　
不
遣
狂
夫
横
渡
河

小
小
た
る
渡
船
は
欲
け
た
る
瓜
の
如
し

船
中
の
少
婦
竹
枝
の
歌

歌
声
は
唱
い
て
空
侯
調
に
入
る

狂
夫
を
し
て
横
ざ
ま
に
河
を
渡
ら
遣
め
ず

⑧
石
新
婦
下
水
連
空

　
飛
来
峰
前
山
万
重

　
妾
死
甘
為
石
新
婦

　
望
郎
忽
似
飛
来
峰

　
　
石
新
婦
即
是
秦

　
　
皇
績
石
是
也

石
新
婦
下
水
は
空
に
連
な
り

飛
来
峰
前
山
は
万
重
な
り

妾
は
死
な
ば
甘
ん
じ
て
石
新
婦
と
為
ら
ん

郎
を
望
め
ば
忽
ち
飛
来
峰
に
似
ん

（
原
注
）
石
新
婦
は
即
ち
秦
皇
績
石
是
也

⑨
望
郎
一
朝
又
一
朝

　
信
郎
信
似
漸
江
潮

　
床
脚
嗜
亀
有
時
瀾

　
腎
上
守
宮
無
日
消

郎
を
望
む
一
朝
又
一
朝

郎
を
信
ず
信
ず
る
こ
と
漸
江
潮
に
似
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ

床
脚
の
摺
亀
は
時
と
し
て
欄
る
有
ら
ん
も

腎
上
の
守
宮
は
日
と
し
て
消
ゆ
る
無
か
ら
ん

楊
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

三
九



四
〇

二

」

　
竹
枝
詞
（
以
下
楽
府
題
と
し
て
は
「
詞
」
を
使
う
）
が
、
中
唐
の
劉
禺
錫
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、
以
来
千
年
余
り
経
て
、
現
在
ま
で
盛
ん

に
作
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
人
顧
希
佳
氏
の
選
注
『
西
湖
竹
枝
詞
』
（
漸
江
文
芸
出
版
社
　
一
九
八
三
）
の
前
言
に
、
簡
に
し
て
要

を
得
た
説
明
が
あ
る
。
劉
禺
錫
の
『
竹
枝
詞
』
の
引
も
載
せ
て
お
り
、
以
下
の
立
論
に
役
立
つ
部
分
が
多
い
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
引
用

す
る
。

　
　
『
竹
枝
』
は
、
原
と
是
古
代
四
川
東
部
に
流
伝
す
る
的
の
、
一
種
の
音
楽
、
舞
踊
と
結
合
し
て
一
起
に
在
り
た
る
的
の
民
歌
な
り
。
興

　
　
起
す
る
こ
と
盛
唐
開
元
以
前
に
在
り
、
中
唐
元
和
前
後
進
み
て
教
坊
に
入
り
、
流
れ
て
城
鎮
に
向
か
い
、
称
せ
被
れ
て
『
竹
枝
歌
』
と

　
　
為
す
。
大
暦
（
公
元
七
六
六
－
七
七
九
年
）
以
来
、
文
人
の
的
の
重
視
を
引
き
起
こ
す
を
開
始
し
、
顧
況
、
白
居
易
等
の
人
は
『
竹
枝

　
　
詞
』
を
擬
作
す
る
こ
と
を
開
始
す
。

　
　
『
竹
枝
詞
』
の
能
く
文
壇
に
立
足
す
る
所
以
は
、
応
に
功
を
中
唐
詩
人
の
劉
禺
錫
に
帰
す
べ
し
。
唐
の
長
慶
二
年
（
公
元
八
二
二
年
）
、

　
　
か
れ

　
　
他
は
調
せ
ら
れ
て
憂
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
、
多
次
に
郷
間
に
去
き
て
風
を
乗
り
、
民
間
の
中
従
り
詩
歌
創
作
の
的
の
新
路
子
を
探
尋
し
、

　
　
成
功
地
に
、
人
口
に
膾
炙
す
る
的
の
『
竹
枝
詞
』
十
一
首
を
写
出
し
了
ん
ぬ
。
他
は
『
竹
枝
詞
九
首
引
』
中
に
説
く
。

　
　
　
　
　
四
方
の
歌
は
、
音
を
異
に
す
る
も
而
し
て
楽
を
同
じ
く
す
。
歳
正
月
、
余
は
建
平
に
来
る
に
、
里
中
の
児
「
竹
枝
」
を
聯
歌
し
、

　
　
　
　
短
笛
を
吹
き
、
鼓
を
撃
ち
て
以
て
節
に
赴
く
。
歌
う
者
は
秩
を
揚
げ
て
唯
舞
し
、
曲
多
き
を
以
て
賢
と
為
す
。
其
の
音
を
恥
け
ば
、

　
　
　
　
黄
鐘
の
羽
に
中
り
、
卒
章
は
激
計
に
し
て
呉
声
の
如
し
。
愴
檸
に
し
て
分
く
可
か
ら
ず
と
難
も
、
而
し
て
含
思
宛
転
し
、
倶
懊
の

　
　
　
　
艶
有
り
。
昔
屈
原
は
玩
湘
の
間
に
居
る
に
、
其
の
民
の
神
を
迎
う
る
に
、
詞
は
鄙
陋
な
る
多
し
、
乃
ち
為
に
『
九
歌
』
を
作
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
今
に
到
る
ま
で
荊
楚
之
を
鼓
舞
す
。
故
に
余
も
亦
た
『
竹
枝
詞
』
九
篇
を
作
り
、
善
く
歌
う
者
を
し
て
之
を
麗
げ
仰
め
、
末
に
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
サ
し

　
　
　
　
す
。
後
の
巴
徽
を
恥
く
者
は
、
変
風
の
焉
自
り
す
る
を
知
ら
ん
。

　
　
　
這
の
裏
に
、
劉
禺
錫
は
明
確
に
提
出
す
、
他
は
是
屈
原
に
倣
効
し
て
『
九
歌
』
を
作
り
、
民
歌
に
向
か
い
て
学
習
す
る
な
り
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
め
　
　
　
　
　
ゆ
　
え

　
　
正
に
『
竹
枝
』
是
民
歌
或
い
は
擬
民
歌
な
る
が
因
為
に
、
所
以
に
就
ち
格
律
は
詩
詞
に
同
じ
か
ら
ず
。
清
人
の
王
土
禎
『
帯
経
堂
詩
話
』



　
　
に
説
く
、
「
竹
枝
は
風
土
を
詠
じ
、
瑣
細
該
詣
は
皆
入
る
可
し
、
大
抵
風
趣
を
以
て
主
と
為
し
、
絶
句
と
週
か
に
別
な
り
」
と
。
『
竹
枝

　
　
詞
』
は
風
俗
を
詠
じ
、
民
情
を
歌
う
に
由
り
て
、
題
材
は
広
闊
、
濃
欝
た
る
的
の
地
方
特
色
有
り
、
形
式
上
に
在
り
て
は
、
方
言
俚
語
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
民
諺
童
謡
皆
入
る
可
く
し
て
、
拗
格
を
重
ん
じ
、
格
律
に
拘
ら
ず
、
写
作
と
伝
唱
と
に
容
易
に
し
て
、
終
子
に
一
種
の
新
詩
体
と
成
為

　
　
り
た
り
。
劉
禺
錫
自
り
以
後
は
、
『
竹
枝
詞
』
は
歴
代
文
人
の
喜
愛
す
る
所
と
為
り
、
蘇
載
、
黄
庭
堅
、
楊
万
里
、
＋
氾
成
大
、
王
土
禎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
呉
偉
業
、
鄭
板
橋
、
梁
啓
超
等
の
人
は
都
な
『
竹
枝
詞
』
を
写
す
る
こ
と
過
り
、
一
千
多
年
を
歴
て
而
し
て
衰
え
ず
、
一
筆
の
豊
富
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
る
的
の
文
学
遺
産
と
成
為
り
た
り
。

　
か
く
の
ご
と
く
、
劉
禺
錫
が
確
立
し
た
『
竹
枝
詞
』
、
そ
し
て
、
楊
維
槙
が
創
始
し
た
『
西
湖
竹
枝
歌
』
は
、
広
範
な
歓
迎
を
受
け
て
、

沢
山
の
続
作
者
を
生
ん
だ
。
近
体
詩
の
格
律
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
（
実
は
近
体
詩
の
格
律
を
意
識
し
て
は
い
る
。
後
述
）
、
各
地
の
風
俗
民

情
を
歌
っ
た
。
現
代
中
国
に
至
る
ま
で
、
地
方
の
紹
介
書
や
観
光
案
内
に
、
「
竹
枝
歌
」
や
そ
の
も
ど
き
の
も
の
が
、
附
さ
れ
る
こ
と
は
よ

く
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
に
は
、
こ
の
巨
大
な
「
竹
枝
歌
」
の
流
れ
を
総
体
的
に
把
握
す
る
力
量
は
な
い
が
、
今
、
楊
維
槙
が
九
首
の

『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
制
作
し
た
時
点
の
、
彼
の
創
作
心
理
に
的
を
絞
っ
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

三

　
楊
維
禎
が
『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
制
作
し
、
そ
れ
と
そ
れ
に
唱
和
し
た
百
数
十
首
の
作
品
を
集
め
て
、
『
西
湖
竹
枝
集
』
と
い
う
単
行
本
に

ま
と
め
た
経
緯
は
、
『
武
林
掌
故
叢
編
』
第
六
集
所
収
の
『
西
湖
竹
枝
集
』
（
光
緒
七
年
刊
）
の
彼
の
序
に
詳
し
い
。
現
存
の
こ
の
書
が
ど
れ

ほ
ど
編
輯
当
時
の
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
か
は
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
が
、
序
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
顧
嗣
立
の
『
元
詩
選
』
初
集
（
中
華

書
局
　
一
九
八
七
）
の
『
鉄
崖
古
楽
府
』
所
収
の
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
同
文
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
、
日
時
等
も
特
に
問
題
点
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
信
用
し
て
、
左
に
引
く
。

　
　
　
余
は
西
湖
に
閑
居
す
る
者
、
七
八
年
。
茅
山
外
史
張
貞
居
（
雨
）
、
菖
渓
郊
九
成
（
紹
）
の
輩
と
唱
和
の
交
わ
り
を
為
す
。
水
光
山

　
　
色
は
胸
次
に
浸
沈
し
、
一
時
の
尊
俎
粉
黛
の
習
を
洗
う
。
是
に
於
い
て
乎
、
竹
枝
の
声
有
り
。
事
を
好
む
者
は
南
北
に
流
布
し
、
名

湯
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

四
一



四
二

　
　
人
韻
士
の
属
和
す
る
も
の
は
無
慮
百
家
。
道
び
い
て
諷
諭
を
揚
げ
、
古
人
の
教
え
は
広
ま
れ
り
突
。
是
の
風
一
変
す
れ
ば
、
賢
妃
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

　
　
婦
は
国
を
興
し
家
を
顕
ら
か
に
し
て
、
而
し
て
列
女
伝
は
作
ら
ん
突
。
風
謡
を
采
る
者
は
、
其
れ
諸
れ
を
忽
せ
に
す
可
け
ん
や
。
至

　
　
正
八
年
秋
七
月
会
稽
楊
維
槙
玉
山
草
堂
に
書
す
。

　
こ
の
記
述
を
も
と
に
し
て
、
孫
小
力
氏
は
そ
の
『
楊
維
禎
年
譜
』
（
復
且
大
学
出
版
社
　
一
九
九
七
）
の
至
正
四
年
の
条
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

　
　
　
数
年
間
、
人
を
邀
え
て
同
に
『
西
湖
竹
枝
詞
』
を
賦
す
に
、
和
す
る
者
甚
だ
衆
し
。
自
ら
謂
え
ら
く
水
光
山
色
は
旧
時
脂
粉
の
習
を

　
　
一
瀞
す
る
と
。
旧
作
を
焚
く
。

と
述
べ
、
そ
の
注
に
「
廉
夫
『
竹
枝
』
を
首
唱
す
る
は
至
正
初
年
杭
に
客
す
る
時
に
始
ま
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
同
じ
注
に
「
旧
作
を
焚
く
」

に
つ
い
て
、

　
　
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
巻
首
呉
復
の
至
正
六
年
三
月
『
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
を
輯
録
す
る
の
叙
』
に
「
先
生
会
稽
に
在
り
し
時
、
日

　
　
に
詩
一
首
を
課
す
。
史
伝
に
出
入
し
て
、
積
み
て
千
余
篇
に
至
る
。
晩
年
取
り
て
而
し
て
之
を
読
み
で
、
忽
ち
自
ら
笑
い
て
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
や

　
　
此
山
豆
に
詩
有
ら
ん
哉
、
と
。
亟
か
に
童
を
呼
び
て
之
を
焚
き
、
一
篇
を
も
遺
さ
ず
。
今
存
す
る
所
の
者
は
、
皆
先
生
の
銭
唐
、
太
湖
、

　
　
洞
庭
の
間
に
在
り
し
と
き
の
得
る
所
の
者
な
り
と
云
う
」
知
る
、
廉
夫
の
旧
作
を
殿
棄
す
る
は
、
至
正
初
年
の
杭
に
居
る
の
日
よ
り

　
　
も
早
き
を
得
ざ
る
こ
と
を
。
以
上
の
二
文
（
『
西
湖
竹
枝
集
』
の
序
と
呉
復
の
叙
）
を
合
わ
せ
て
之
を
観
れ
ば
、
蓋
し
廉
夫
友
を
率
い

　
　
て
『
竹
枝
』
を
吟
唱
し
、
其
の
清
新
天
真
の
格
に
酔
い
、
遂
に
旧
日
の
史
伝
に
取
材
し
、
肝
を
離
り
腎
を
琢
す
る
の
作
を
棄
つ
。

と
、
あ
た
か
も
『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
学
的
才
能
が
開
花
し
、
そ
の
結
果
凡
庸
な
旧
作
を
廃
棄
す
る
に
至
っ
た
と
述

べ
る
が
ご
と
き
で
あ
る
。
そ
の
推
測
に
は
、
孫
小
力
氏
の
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
対
す
る
評
価
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
筆
者
も
『
西
湖
竹
枝

歌
』
制
作
が
、
楊
維
槙
の
人
生
に
お
い
て
一
つ
の
文
学
的
画
期
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
に
は
賛
成
だ
が
、
楊
維
槙
が
一
方
で
は
「
史
伝
に
取

材
し
」
た
と
い
え
な
く
は
な
い
、
長
編
の
古
楽
府
の
制
作
に
孜
々
と
し
て
励
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
う
と
、
孫
小
力
氏
ほ
ど
、
『
西
湖
竹

枝
歌
』
を
楊
維
槙
の
そ
れ
ま
で
の
作
風
と
ち
が
う
特
異
な
も
の
と
し
て
、
至
上
視
す
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
を
覚
え
る
。
拙
論
の
「
楊
維
槙

『
琴
操
』
に
つ
い
て
」
（
島
大
言
語
文
化
第
九
号
　
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
楊
維
禎
は
、
杭
州
に
居
を
移
す
以
前
か
ら
、

『
楽
府
詩
集
』
を
重
刊
し
た
李
孝
光
と
と
も
に
、
楽
府
を
学
び
つ
つ
作
り
、
作
り
つ
つ
学
ん
で
い
た
。
『
西
湖
竹
枝
歌
』
も
七
絶
の
姿
を
し



た
楽
府
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
『
楽
府
詩
集
』
（
中
華
書
局
　
一
九
七
九
年
排
印
）
に
も
、
『
竹
枝
』

の
楽
府
題
は
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
巻
八
十
一
　
近
代
曲
辞
三
）

　
筆
者
は
、
『
西
湖
竹
枝
歌
』
も
、
や
は
り
こ
の
時
期
の
楽
府
復
興
運
動
の
気
運
に
応
え
た
も
の
と
し
て
考
え
る
。
孫
小
力
氏
は
、
『
西
湖
竹

枝
歌
』
の
、
「
旧
時
脂
粉
の
習
を
一
瀞
」
す
る
革
新
的
な
面
を
強
調
す
る
が
、
楊
維
禎
の
序
で
は
、
「
道
び
い
て
風
諭
を
揚
げ
、
古
人
の
教
え

は
広
ま
れ
り
」
等
、
い
さ
さ
か
時
代
錯
誤
の
、
復
古
的
な
文
学
観
を
吐
露
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
例
の
大
仰
な
も
の
い
い
に
よ
っ
て
、
読
者
に

違
和
感
を
生
ぜ
し
め
て
、
苦
笑
を
催
さ
せ
ん
と
す
る
、
楊
維
槙
一
流
の
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
文
章
で
も
あ
る
か
ら
、
割
り
引
い
て
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
あ
る
程
度
は
、
字
句
通
り
に
受
け
取
っ
て
、
楊
維
禎
が
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
賭
け
た
並
々
な
ら
ぬ
復
古
の

熱
意
の
程
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
易
々
と
で
き
た
か
に
見
え
る
『
西
湖
竹
枝
歌
』
が
、
楽
府
復
興
運
動
の
一
環
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
み
を
蔵
し
て
い

る
こ
と
を
、
以
下
筆
者
は
説
き
た
い
と
思
う
。

四

　
顧
希
佳
氏
の
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
楊
維
槙
に
先
立
つ
竹
枝
詞
の
有
名
な
作
者
と
し
て
は
、
顧
況
、
白
居
易
、
劉
禺
錫
、
蘇
献
、
黄
庭
堅
、

楊
万
里
、
＋
氾
成
大
ら
が
い
る
。
ま
た
、
元
代
に
お
い
て
は
、
現
存
の
『
西
湖
竹
枝
集
』
を
閲
す
る
と
、
虞
集
が
い
る
。
但
し
、
現
存
の
『
西

湖
竹
枝
集
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
は
、
直
接
楊
維
禎
に
唱
和
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
注
に
あ
る
よ
う
に
、
「
（
虞
集
作
の
）
竹
枝
は
西
湖
の

為
に
し
て
而
し
て
賦
せ
ず
と
難
も
、
而
れ
ど
も
音
節
興
喩
は
以
て
竹
枝
の
則
と
為
す
可
し
」
。
先
輩
の
模
範
作
と
し
て
掲
げ
た
に
過
ぎ
な
い
。

博
覧
強
記
の
楊
維
槙
は
、
必
ず
や
こ
れ
ら
先
行
作
品
の
ほ
と
ん
ど
を
咀
嚼
、
消
化
し
た
上
で
、
『
西
湖
竹
枝
歌
』
の
制
作
に
取
り
か
か
っ
た

に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
竹
枝
詞
全
般
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
い
た
ず
ら
に
議
論
を
多
岐
に
わ
た
ら
せ
、
楊
維
槙
が
何
を
目
指
し
て
い
た

の
か
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
筆
者
は
、
楽
府
復
古
運
動
の
中
で
『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
位
置
づ
け
た
い
の
で
、
今
は
楊
維
槙
が
研
鑽

の
典
拠
と
し
た
で
あ
ろ
う
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
八
十
所
収
の
『
竹
枝
』
題
の
下
に
係
る
作
品
に
絞
っ
て
、
比
較
検
討
の
材
料
に
し
た
い
。

楊
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

四
三



四
四

『
竹
枝
』
題
下
に
は
、
唐
の
顧
況
の
詩
、
一
首
。
劉
禺
錫
は
、
九
首
と
さ
ら
に
二
首
で
計
十
一
首
。
白
居
易
、
四
首
。
李
渉
、
四
首
。
そ
し

て
、
後
晋
の
孫
光
憲
が
二
首
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
最
も
重
要
な
の
は
、
劉
禺
錫
の
詩
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
前
の
九
首
に
こ

そ
最
も
楊
維
槙
が
影
響
を
被
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
楽
府
詩
集
』
は
、
顧
況
を
最
初
に
配
置
し
て
い
る
の
で
、
い
か
に
も
彼
が
「
竹
枝
」

題
の
創
始
者
の
ご
と
く
と
ら
れ
そ
う
だ
が
、
や
は
り
人
口
に
膾
炙
し
た
作
品
を
多
く
遺
し
た
の
は
劉
禺
錫
で
あ
り
、
創
始
者
の
功
は
と
も
か

く
、
顧
希
佳
氏
の
説
く
ご
と
く
、
竹
枝
詞
を
「
文
壇
に
立
足
」
せ
し
め
た
の
は
劉
禺
錫
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
楊
維
槙
の
『
西
湖
竹
枝
歌
』

が
全
て
で
九
首
で
あ
る
こ
と
も
、
劉
禺
錫
の
九
首
の
連
作
を
模
倣
し
た
と
考
え
る
の
が
、
素
直
な
見
方
で
あ
ろ
う
。

　
今
、
こ
の
劉
禺
錫
の
『
竹
枝
詞
』
九
首
を
、
『
楽
府
詩
集
』
本
に
基
づ
い
て
左
に
引
用
し
て
、
整
理
の
た
め
記
号
を
付
す
。
『
楽
府
詩
集
』

が
楊
維
槙
ら
の
古
楽
府
研
究
の
資
料
と
な
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
劉
禺
錫
の
別
集
『
劉
賓
客
文
集
』
（
『
四
部
叢
列
正
編
』
本
）
巻
九

に
収
め
る
も
の
と
、
順
序
や
字
句
が
違
う
。

a
白
帝
城
頭
春
草
生

白
塩
山
下
蜀
江
清

南
人
上
来
歌
一
曲

北
人
莫
上
動
郷
情

白
帝
城
頭
に
春
草
生
じ

白
塩
山
下
に
蜀
江
清
し

南
人
上
り
来
り
て
一
曲
を
歌
う

北
人
上
り
て
郷
情
を
動
か
す
莫
か
れ

b
山
桃
紅
花
満
上
頭

　
蜀
江
春
水
拍
山
流

　
花
紅
易
衰
似
郎
意

　
水
流
無
限
似
儂
愁

　
　
第
二
句
の
「
拍
山
」

　
山
桃
の
紅
花
上
頭
に
満
ち

　
蜀
江
の
春
水
山
を
拍
ち
て
流
る

　
花
紅
に
し
て
衰
え
易
き
は
郎
の
意
に
似
た
り

　
水
流
れ
て
限
り
無
き
は
儂
が
愁
い
に
似
た
り

は
も
と
「
拍
江
」
に
作
っ
て
い
た
が
、
「
山
」
字
下
の
小
字
注

コ
作
拍
山
」
に
し
た
が
っ
て
改
め
た
。



c
江
上
朱
楼
新
雨
晴

濠
西
春
水
穀
文
生

橋
東
橋
西
好
楊
柳

人
来
人
去
唱
歌
行

江
上
の
朱
楼
に
新
雨
晴
る

濃
西
の
春
水
に
穀
文
生
ず

橋
東
橋
西
楊
柳
好
し

人
来
り
人
去
り
歌
を
唱
い
て
行
く

d
日
出
三
竿
春
霧
消

　
江
頭
蜀
客
駐
蘭
椀

　
愚
寄
狂
夫
書
一
紙

　
住
在
成
都
万
里
橋

日
出
で
て
三
竿
に
し
て
春
霧
消
ゆ

江
頭
の
蜀
客
は
蘭
椀
を
駐
む

愚
り
て
狂
夫
に
寄
せ
ん
書
一
紙

住
み
て
在
り
成
都
万
里
橋
に

e
両
岸
山
花
似
雪
開

家
家
春
酒
満
銀
杯

昭
君
房
中
多
女
伴

永
安
宮
外
踏
青
来

両
岸
の
山
花
雪
に
似
て
開
き

家
家
の
春
酒
は
銀
杯
に
満
つ

昭
君
房
中
に
女
伴
多
し

永
安
宮
外
に
踏
青
し
て
来
る

f
崔
唐
嗜
嗜
十
二
灘

　
此
中
道
路
古
来
難

　
長
恨
人
心
不
如
水

　
等
閑
平
地
起
波
瀾

崔
唐
嗜
噌
た
り
十
二
灘

此
の
中
の
道
路
古
来
難
し

長
え
に
恨
む
人
心
の
水
に
如
か
ず
し
て

等
閑
に
平
地
に
波
瀾
を
起
こ
す
を

g
巫
峡
蒼
蒼
煙
雨
時

巫
峡
蒼
蒼
た
り
煙
雨
の
時

楊
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

四
五



四
六

清
猿
喘
在
最
高
枝

箇
裏
愁
人
腸
自
断

由
来
不
是
此
声
悲

清
猿
喘
き
て
在
り
最
高
の
枝

こ
　
　
　
う
ち

箇
の
裏
の
愁
人
は
腸
自
ら
断
つ

由
来
是
れ
此
の
声
悲
し
き
ゆ
え
に
あ
ら
ず

4

h
城
西
門
前
灘
瀬
堆

年
年
波
浪
不
能
擢

懊
悩
人
心
不
如
石

少
時
東
去
復
西
来

城
西
門
前
の
溌
瀬
堆

年
年
の
波
浪
擢
く
能
わ
ず

懊
悩
す
人
心
の
石
に
如
か
ず
し
て

少
時
に
東
に
去
き
て
復
た
西
に
来
る
を

｝

i
山
上
層
層
桃
李
花

　
雲
間
煙
火
是
人
家

銀
釧
金
銀
来
負
水

　
長
刀
短
笠
去
焼
番

山
上
層
層
た
る
桃
李
の
花

雲
間
の
煙
火
は
是
れ
人
家
な
り

銀
釧
金
銀
も
て
来
り
て
水
を
負
い

長
刀
短
笠
も
て
去
き
て
奮
を
焼
く

五

　
楊
維
槙
が
、
劉
禺
錫
の
『
竹
枝
詞
』
の
ど
の
よ
う
な
部
分
を
模
倣
し
、
引
き
継
ご
う
と
し
た
か
、
い
く
つ
か
筆
者
が
気
付
い
た
こ
と
を
あ

げ
よ
う
。
本
論
文
で
は
、
詩
の
内
容
よ
り
も
、
そ
の
外
形
に
主
に
着
目
す
る
。

　
竹
枝
詞
を
近
体
の
七
絶
と
比
べ
て
、
誰
で
も
ま
ず
異
様
に
思
う
の
は
、
同
字
の
極
端
な
ま
で
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

　
劉
禺
錫
の
『
竹
枝
詞
』
a
で
は
、
「
白
」
「
人
」
「
上
」
字
を
二
度
づ
つ
用
い
る
。
楊
維
槙
の
『
西
湖
竹
枝
歌
』
①
で
は
、
「
蘇
」
「
南
」
字

を
二
度
づ
つ
用
い
る
。
こ
の
頻
度
は
、
近
体
詩
と
し
て
は
珍
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
劉
禺
錫
は
せ
い
ぜ
い
一
首
あ
た
り
、
二
度
の
繰
り



返
し
が
限
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
楊
維
槙
は
、
②
は
「
郎
」
を
三
度
、
④
に
至
っ
て
は
、
コ
。
同
」
四
度
、
「
峰
」
三
度
、
「
勧
」
、
「
莫
」
、
「
上
」
、

「
南
」
、
「
北
」
、
「
雲
」
、
「
雨
」
そ
れ
ぞ
れ
二
度
で
、
重
複
字
が
、
一
首
の
四
分
の
三
を
占
め
る
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
繰
り
返
し
を
行
う
。
⑤

も
「
湖
」
字
を
四
度
用
い
る
。
ど
う
も
、
全
般
に
、
楊
維
槙
は
、
劉
禺
錫
の
『
竹
枝
詞
』
が
有
し
て
い
た
偏
っ
た
傾
向
を
、
さ
ら
に
誇
張
し

て
模
倣
し
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
竹
枝
詞
で
は
、
そ
の
重
複
字
の
配
置
が
、
何
と
も
奇
妙
で
意
表
を
衝
い
て
い
る
。
劉
禺
錫
の
a
で
は
、
第
一
句
、
第
二
句
の
最

初
の
字
に
そ
れ
ぞ
れ
「
白
」
字
を
置
い
て
い
る
。
あ
た
か
も
頭
韻
の
ご
と
き
で
あ
る
。
楊
維
槙
の
①
は
あ
き
ら
か
に
こ
れ
を
ま
ね
て
、
「
蘇
」

字
を
d
の
「
白
」
字
と
同
じ
位
置
に
並
べ
る
。
し
か
も
、
「
白
帝
城
」
と
「
白
塩
山
」
と
は
、
ま
だ
し
も
、
地
名
（
場
所
）
ど
う
し
を
対
に

し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
「
蘇
小
（
蘇
小
小
）
」
と
「
蘇
公
（
蘇
載
）
」
は
、
時
空
も
違
い
、
対
に
な
る
と
は
思
い
も
か
け
な
い
固
有
名
詞
で

あ
る
。
結
局
は
「
蘇
小
門
前
」
と
「
蘇
公
堤
上
」
と
、
現
存
の
遺
跡
を
並
べ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
は
り
そ
れ
で
も
異
様

で
あ
る
。
あ
た
か
も
、
「
蘇
」
字
で
頭
韻
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
楊
維
槙
の
過
激
な
模
倣
と
い
え
よ
う
。

　
も
っ
と
極
端
な
の
は
、
④
で
あ
る
。
「
峰
」
を
な
ん
と
押
韻
字
と
し
て
二
度
用
い
て
い
る
。
近
体
詩
で
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
近

体
詩
の
規
格
を
破
ろ
う
と
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
劉
禺
錫
も
、
こ
こ
ま
で
は
し
な
か
っ
た
。

　
一
方
・
模
倣
を
抑
え
気
味
に
し
て
い
る
ら
し
い
点
も
あ
る
。
同
字
を
連
続
し
て
用
い
る
畳
字
に
つ
い
て
は
、
近
体
詩
で
は
多
用
さ
れ
て
お

り
・
劉
禺
錫
の
『
竹
枝
』
も
し
ば
し
ば
用
い
て
い
る
。
e
の
「
家
家
」
、
f
の
「
嗜
嗜
」
、
9
の
「
蒼
蒼
」
、
h
の
「
層
層
」
な
ど
で
あ
る
。

対
し
て
・
楊
維
禎
『
西
湖
竹
枝
歌
』
は
、
⑥
「
日
日
」
、
⑦
「
小
小
」
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
判
断
で
き
な
い
が
、
『
西
湖
竹
枝
歌
』
と
と
も
に
、

『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
巻
十
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
呉
下
竹
枝
歌
』
七
首
、
『
海
郷
竹
枝
歌
』
四
首
を
見
る
と
、
一
つ
も
畳
字
が
収
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、
意
図
的
に
畳
字
の
使
用
を
抑
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
思
う
に
、
楊
維
槙
は
、
劉
禺
錫
に
倣
っ
て
、
同
字
の
反
復
を
図
っ

た
が
、
畳
字
の
如
き
、
近
体
詩
や
他
の
詩
形
で
も
見
ら
れ
る
あ
り
き
た
り
の
手
法
に
は
満
足
で
き
ず
、
む
し
ろ
よ
り
少
な
く
用
い
て
、
で
き

る
だ
け
新
奇
な
方
式
で
、
同
字
を
配
置
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
は
一
首
内
に
於
け
る
同
字
反
復
の
例
で
あ
っ
た
が
、
一
首
ご
と
の
枠
を
こ
え
て
、
九
首
全
体
を
眺
め
て
も
、
同
字
の
繰
り
返
し
が
見

ら
れ
る
。
特
に
、
一
つ
前
の
詩
中
の
字
を
、
あ
た
か
も
一
種
の
尻
取
り
歌
の
ご
と
く
繰
り
返
す
手
法
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七

　
　
楊
維
禎
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て



四
八

↓

　
楊
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
で
確
か
め
よ
う
。
①
で
使
っ
た
「
湖
」
字
を
襲
っ
て
、
②
で
も
用
い
て
い
る
。
同
様
に
、
②
、
③
間
で
は
、
「
不
」
、

「
鴛
鴦
」
が
共
通
の
使
用
字
、
③
、
④
間
で
は
、
「
勧
」
、
④
、
⑤
間
で
は
、
「
郎
」
、
「
儂
」
、
⑤
、
⑥
間
で
は
、
「
口
」
、
⑥
、
⑦
間
で
は
「
如
」
、

⑦
、
⑧
間
で
は
「
婦
」
、
⑧
、
⑨
間
で
は
「
望
郎
」
。
そ
し
て
、
最
初
の
①
に
帰
る
。
す
な
わ
ち
、
⑨
、
①
間
で
は
「
無
」
。
こ
の
よ
う
に
、

九
首
全
体
が
循
環
的
な
尻
取
り
歌
に
な
っ
て
い
る
。
劉
禺
錫
『
竹
枝
』
も
、
d
、
e
に
共
通
字
が
な
い
の
を
除
け
ば
同
様
な
構
造
に
な
っ
て

い
る
。
楊
維
槙
は
、
二
字
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
尻
取
り
の
形
は
よ
り
あ
か
ら
さ
ま
で
あ
る
。
尻
取
り
歌
の
構

造
は
、
楽
府
に
お
け
る
常
套
で
あ
る
か
ら
、
表
向
き
は
古
楽
府
ら
し
く
作
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
楊
維
槙
が
、
伝
統
を
継
承

し
た
か
の
よ
う
に
み
せ
か
け
て
、
新
奇
な
表
現
を
試
み
た
と
い
う
ふ
う
に
筆
者
は
考
え
た
い
。

十！￥

　
先
に
顧
希
佳
氏
は
、
竹
枝
詞
は
「
拗
格
を
重
ん
じ
、
格
律
に
拘
ら
」
ぬ
点
が
特
徴
だ
と
い
っ
た
。
同
字
の
異
様
な
ま
で
の
重
複
が
、
許
さ

れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
奨
励
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
、
何
よ
り
も
そ
れ
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
近
体
詩
の
平
仄
の
規
律
に
対

し
て
、
劉
禺
錫
と
楊
維
禎
の
竹
枝
詞
が
ど
れ
ほ
ど
距
離
を
持
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
劉
禺
錫
の
『
竹
枝
』
。
平
は
○
、
灰
は
●
、
押
韻
字
（
全
て
平
）
は
◎
で
あ
ら
わ
す
。

a
●
●
O
O
O
●
◎

b
O
O
O
O
●
●
◎

c
O
●
○
○
○
●
◎

d
●
●
○
○
○
●
◎

e
●
●
○
○
●
●
◎

f
O
O
O
O
●
●
◎

g
O
●
○
○
○
●
◎

●
○
○
●
●
○
◎

●
○
○
●
●
○
◎

○
○
○
●
●
○
◎

○
○
●
●
●
○
◎

○
○
○
●
●
○
◎

●
○
●
●
●
○
◎

○
○
○
●
●
○
◎

O
O
●
○
○
●
●

○
○
●
○
●
○
●

○
○
○
○
●
○
●

○
●
○
○
○
●
●

○
○
○
○
○
●
●

○
●
○
○
●
○
●

●
●
○
○
○
●
●

●
○
●
●
●
○
◎

●
○
○
●
●
○
◎

○
○
○
●
●
○
◎

●
●
○
○
●
●
◎

●
○
○
●
●
○
◎

●
○
○
●
●
○
◎

○
○
●
●
●
○
◎



　
h
O
O
O
O
●
●
◎
○
○
○
●
●
○
◎

　
i
O
●
○
○
○
●
◎
　
○
○
○
●
●
○
◎

次
に
楊
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
。

①
○
●
○
○
○
●
◎

②
●
○
○
○
●
●
◎

③
○
●
○
○
○
●
◎

④
●
○
●
●
○
○
◎

⑤
○
●
○
○
○
●
◎

⑥
●
○
●
●
●
○
◎

⑦
●
●
●
○
○
●
◎

⑧
●
○
●
●
●
○
◎

⑨
●
○
●
○
●
●
◎

こ
れ
で
わ
か
る
こ
と
は
、

○
○
○
●
●
○
◎

○
○
●
●
●
○
◎

●
○
●
●
●
○
◎

●
●
●
●
●
○
◎

○
○
●
○
○
●
◎

●
●
○
○
●
○
◎

○
○
●
●
●
○
◎

○
○
○
○
○
●
◎

●
○
●
●
●
○
◎

●
●
○
○
●
○
●

○
●
○
O
O
●
●

○
○
●
●
○
●
●

●
○
○
●
●
○
●

○
○
○
●
O
O
●

○
○
○
○
●
○
●

O
O
O
●
●
○
●

●
●
O
O
O
●
●

○
○
●
●
○
○
●

●
●
○
○
●
○
●

○
●
○
○
●
○
●

●
○
○
●
●
○
◎

○
○
●
●
●
○
◎

竹
枝
詞
は
格
律
に
拘
ら
な
い
と
い
っ
て
も
、

○
○
○
○
○
●
◎

●
●
○
○
○
●
◎

○
●
○
○
●
●
◎

○
●
○
O
O
●
◎

●
○
●
●
●
○
◎

●
○
●
●
●
○
◎

●
●
○
○
○
●
◎

●
○
●
●
○
○
◎

●
●
●
O
O
●
◎

　
一
句
一
句
の
中
の
構
造
は
案
外
に
近
体
詩
の
規
則
に
か
な
っ
て
い

る
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
顧
希
佳
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
写
作
と
伝
唱
と
に
容
易
な
る
に
由
り
て
、
終
干
に
一
種
の
新
詩
体
と
成
為
る
」
ほ

ど
に
は
・
安
易
な
句
づ
く
り
で
は
な
い
。
近
体
詩
の
規
則
を
意
識
し
つ
つ
、
そ
れ
か
ら
わ
ざ
と
離
れ
る
お
も
し
ろ
さ
を
狙
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
場
そ
の
場
の
、
で
た
ら
め
な
創
作
態
度
で
は
な
い
。
（
劉
禺
錫
の
竹
枝
詞
に
つ
い
て
は
平
仄
の
並
び
具
合
が
九
首
と
も
一
致
し

て
い
る
部
分
が
あ
り
、
劉
禺
錫
が
実
地
に
聞
い
た
竹
枝
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
あ
き
ら
か
に
縛
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
楊
維

禎
と
の
比
較
上
に
は
関
係
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
度
外
に
置
く
）

　
筆
者
の
九
首
を
一
体
と
し
て
見
な
す
立
場
を
支
持
す
る
お
も
し
ろ
い
一
致
が
両
竹
枝
詞
に
あ
る
。
第
一
首
に
あ
た
る
、
、
①
と
も
、
前
半

二
句
は
近
体
詩
の
規
格
に
合
い
、
第
三
句
よ
り
乱
れ
は
じ
め
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
第
九
首
で
は
、
．
1
は
第
二
句
と
第
三
句
が
失
粘
で
あ
り
、

⑨
は
第
一
句
が
二
四
不
同
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
後
半
二
句
は
と
も
に
近
体
詩
の
正
格
で
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
（
但
し
、
⑨
の
第
三
句
は

楊
維
禎
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

四
九



五
〇

挟
平
格
で
あ
る
が
、
近
体
詩
で
は
ご
く
当
た
り
前
の
手
法
で
、
準
正
格
と
考
え
る
）

　
最
初
が
正
格
で
、
中
間
が
乱
れ
、
最
後
に
正
格
で
お
さ
め
る
と
い
う
、
九
首
全
体
の
こ
の
構
造
も
、
明
ら
か
に
楊
維
槙
は
、
劉
禺
錫
を
模

倣
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
乱
し
方
が
両
者
で
違
う
。
劉
禺
錫
は
、
恐
ら
く
意
図
的
に
失
粘
を
用
い
る
。
d
、
f
、
g
、
h
、
i
が
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
失
粘
と
比
べ
て
、
か
な
り
珍
し
い
、
失
対
（
奇
数
番
目
の
句
と
そ
の
次
の
間
の
反
法
を
守
ら
な
い
こ
と
）
と
し
て
、
筆
者
の

見
る
と
こ
ろ
、
b
、
c
の
後
半
二
句
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
楊
維
槙
に
は
、
明
白
な
形
で
の
失
粘
が
な
い
。
（
失
対
と
し
て
は
、
④
の

前
半
二
句
、
⑤
の
後
半
二
句
が
あ
る
）
だ
が
、
そ
れ
で
楊
維
槙
の
方
が
近
体
詩
の
規
格
に
近
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
二

四
不
同
二
六
対
す
ら
守
ら
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
失
粘
、
失
対
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
、

楊
維
槙
の
伝
統
の
奇
な
る
部
分
を
極
端
に
ま
で
強
調
し
て
、
新
鮮
さ
を
醸
し
出
す
例
の
手
法
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
③
の
よ
う
に
、

近
体
詩
と
え
ら
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
格
律
を
も
つ
詩
が
、
混
じ
っ
て
い
る
の
も
、
却
っ
て
そ
の
他
の
詩
の
野
放
図
な
平
仄
の
乱
れ
具
合
を
強
調

せ
ん
と
す
る
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
憶
測
を
逞
し
く
す
る
。

　
但
し
、
こ
れ
ら
の
詩
の
平
仄
の
乱
れ
方
を
、
単
に
近
体
詩
の
規
律
か
ら
外
れ
て
い
る
と
い
う
消
極
的
な
観
点
か
ら
だ
け
評
価
す
べ
き
で
は

な
い
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
失
粘
、
失
対
を
多
用
し
、
二
四
不
同
二
六
対
を
守
ら
な
い
の
は
、
む
し
ろ
楽
府
に
ふ
さ
わ
し
い
リ
ズ
ム
を
作
品

に
あ
た
え
ん
が
た
め
な
の
で
あ
る
。
単
調
な
平
仄
の
繰
り
返
し
を
さ
け
る
た
め
に
、
近
体
詩
の
ル
ー
ル
は
作
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
破
る
と

い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
単
調
な
繰
り
返
し
を
敢
え
て
犯
し
た
い
と
い
う
意
志
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
失
粘
と
は
、
前
二
句
と
後
二
句
と
が
同
じ
平
仄
の
リ
ズ
ム
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
る
。
失
対
と
は
、
一
聯
中
の
二
句
が
同
じ

リ
ズ
ム
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
る
。
二
四
不
同
二
六
対
の
破
壊
も
、
今
度
は
一
句
中
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
繰
り
返
し
と
み
な
せ
る
。
す
な
わ

ち
、
一
首
中
に
同
字
を
重
複
さ
せ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
平
仄
に
お
い
て
も
反
復
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
こ
そ
、
楊
維
槙
が
劉
禺
錫
よ
り
受
け
継
い
で
、
更
に
一
歩
進
め
た
か
っ
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
の
で
は

な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
、
単
調
に
堕
す
る
よ
う
な
、
リ
ズ
ム
や
こ
と
ば
の
民
謡
風
の
繰
り
返
し
を
、
い
か
に
七
言
絶
句
の

形
式
に
盛
り
込
む
か
の
工
夫
で
あ
る
。



七

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
楊
維
槙
は
手
は
込
ん
で
い
る
が
、
結
局
は
劉
禺
錫
の
模
倣
の
域
を
出
な
か
っ
た
と
い
う
評
価
だ
け
で
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
筆
者
は
、
文
学
作
品
に
於
い
て
は
、
全
く
同
じ
字
句
で
あ
っ
て
も
、
時
代
背
景
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
用
は
違
う
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。

模
倣
も
復
古
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
新
し
い
世
界
状
況
に
対
す
る
作
者
の
働
き
か
け
の
表
現
で
あ
る
な
ら
ば
、
積
極
的
に
評
価
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　
そ
し
て
、
敢
え
て
単
な
る
模
倣
と
見
な
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
世
に
問
う
た
楊
維
禎
の
真
理
の
奥
底
に
、
当
時
盛
行

し
た
今
楽
府
（
散
曲
）
に
対
抗
し
た
い
と
い
う
積
極
的
な
意
志
を
、
作
者
は
見
た
い
と
考
え
て
い
る
。
見
た
目
は
似
て
い
て
も
、
劉
禺
錫
の

『
竹
枝
詞
』
が
、
完
成
さ
れ
た
近
体
詩
に
、
敢
え
て
新
風
を
吹
き
込
も
う
と
し
た
の
と
は
、
や
は
り
同
列
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
拙
論
『
楊
維
槙
論
』
（
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
　
文
学
科
編
第
一
七
号
1
一
　
一
九
九
二
年
七
月
）

で
、
か
な
り
ふ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
楊
維
槙
が
散
曲
の
魅
力
を
十
分
理
解
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
作
に
は
手
を
染
め

ず
、
逆
に
正
統
的
と
彼
が
考
え
る
と
こ
ろ
の
古
楽
府
の
制
作
に
向
か
っ
た
と
述
べ
た
。
今
、
『
西
湖
竹
枝
歌
』
の
制
作
が
、
ど
の
よ
う
な
点

で
散
曲
に
対
抗
す
る
こ
と
に
な
る
か
を
、
具
体
的
に
検
証
し
た
い
。

　
散
曲
は
も
ち
ろ
ん
音
楽
性
が
重
要
で
あ
る
が
、
筆
者
の
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
そ
の
音
楽
性
を
捨
象
し
、
さ
ら
に
は
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
あ
わ
せ
て
句
の
長
短
が
あ
る
こ
と
も
思
い
き
っ
て
埒
外
に
お
く
こ
と
に
す
る
と
、
近
体
詩
と
の
大
き
な
違
い
で
ま
ず
目
に
付

く
の
は
、
や
は
り
同
じ
字
句
や
同
じ
平
仄
律
の
繰
り
返
し
を
厭
わ
ず
、
む
し
ろ
促
す
点
で
あ
ろ
う
。
今
、
西
湖
に
ち
な
ん
で
、
曽
瑞
の
『
〔
正

宮
〕
酔
太
平
』
（
晴
樹
森
編
『
全
元
散
曲
』
中
華
書
局
　
一
九
八
一
第
二
次
印
刷
版
　
以
下
散
曲
の
引
用
は
こ
の
書
に
よ
る
）
を
例
と
し
よ

う
。
全
句
押
韻
（
四
声
通
押
）
な
の
で
、
韻
字
の
指
摘
は
省
略
す
る
。

　
　
　
相
遂
士
夫
。
笑
引
実
奴
。
湧
金
門
外
過
西
湖
。
写
新
詩
弔
古
。
蘇
堤
堤
上
尋
古
樹
。
断
橋
橋
畔
沽
醗
酵
。
孤
山
山
下
酬
林
通
。
洒
梨

　
　
花
暮
雨
。

楊
維
禎
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

五
一



五
二

　
　
　
○
○
●
○
。
●
●
○
○
。
●
○
○
●
●
○
○
。
●
O
O
●
●
。
○
○
○
●
○
●
●
。
●
○
○
●
○
○
●
。
○
○
○
●
○
○
○
。
●
○

　
　
○
●
●
。

「
堤
」
「
橋
」
「
山
」
字
の
重
複
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
平
仄
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
特
に
「
蘇
堤
」

以
下
の
七
言
鼎
句
対
の
部
分
は
、
平
仄
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
で
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
近
体
詩
の
枠
内
で
は
無
理
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
「
竹
枝
」
体
を
用
い
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
同
字
の
重
複
使
用
の
制
限
は
な
い
し
、
失
対
を
お
か
し
た
劉
禺
錫
の
。
や
楊
維
禎

の
④
や
⑤
の
よ
う
に
、
三
句
に
わ
た
っ
て
、
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
平
仄
を
繰
り
返
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
楊
維
禎
は
、
伝
統
的
、
古
典
的
な

詩
形
の
範
囲
内
で
、
散
曲
の
魅
力
的
で
新
奇
な
表
現
に
接
近
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
明
初
の
人
、
宋
緒
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
元
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
元
詩
体
要
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
発
行
　
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
　
一

九
八
六
所
収
）
は
、
巻
四
に
、
楊
維
槙
の
『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
『
西
湖
竹
枝
詞
』
と
し
て
収
め
る
。
そ
の
所
収
作
品
や
字
句
に
出
入
が
あ
る

こ
と
は
後
ほ
ど
述
べ
る
。
今
、
そ
こ
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
序
が
、
先
に
引
用
し
た
『
西
湖
竹
枝
集
』
の
序
と
全
然
異
な
る
の
を
引
く
。

　
　
　
竹
枝
は
本
と
夜
郎
の
音
。
声
に
依
り
辞
を
製
る
は
、
実
に
劉
朗
州
（
禺
錫
）
の
辞
よ
り
起
こ
る
。
若
し
鄙
陋
な
る
も
而
れ
ど
も
情
を

　
　
発
し
て
義
に
止
ま
れ
ば
、
す
な
わ
ち
風
人
騒
子
の
遺
意
有
り
。
然
ら
ば
則
ち
竹
枝
を
製
る
者
は
、
猶
お
愈
れ
る
与
。
今
楽
府
、
湖
中
の

　
　
曲
を
製
る
者
多
し
臭
。
而
し
て
未
だ
竹
枝
の
敏
を
補
う
有
ら
ず
。
故
に
余
は
十
章
を
補
う
。
更
に
能
言
の
士
を
率
い
て
之
に
継
が
し
む
。

　
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
湖
中
す
な
わ
ち
西
湖
は
、
今
楽
府
す
な
わ
ち
散
曲
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
竹
枝
で
扱
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
の

で
自
分
が
補
っ
た
と
い
う
。
実
際
『
全
元
散
曲
』
を
閲
す
る
と
、
百
数
十
首
が
、
西
湖
を
題
材
と
し
て
い
る
。

　
楊
維
禎
は
、
『
周
月
湖
今
楽
府
序
』
（
『
四
部
叢
刊
正
編
』
所
収
『
東
維
子
文
集
』
巻
十
一
）
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　
士
大
夫
の
今
楽
府
（
原
本
「
成
」
に
作
る
。
校
勘
記
に
よ
っ
て
正
す
）
を
以
て
鳴
る
者
は
、
奇
巧
な
る
は
、
関
漢
卿
、
庚
吉
甫
、
楊

　
　
澹
斎
、
藍
蘇
斎
に
如
く
は
臭
く
、
豪
爽
な
る
は
則
ち
薦
海
粟
、
縢
玉
雷
の
如
き
有
り
、
醍
籍
な
る
は
貫
酸
斎
、
馬
昂
夫
の
如
き
有
り
。

　
　
其
の
体
裁
は
各
の
異
な
る
も
、
而
れ
ど
も
、
宮
商
は
相
宣
べ
て
、
皆
弦
竹
に
被
る
可
き
者
也
。

と
、
今
楽
府
す
な
わ
ち
散
曲
の
作
者
と
し
て
、
い
わ
ば
気
に
な
る
存
在
を
八
人
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
者
の
作
品
を
、
『
全
元
散
曲
』

で
調
べ
て
み
る
と
、
西
湖
に
関
す
る
作
品
が
多
量
に
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
関
漢
卿
は
、
「
〔
南
呂
〕
一
枝
花
　
杭
州
景
」
一
首
。
庚
吉
甫
（
天



錫
）
は
、
特
に
な
し
。
楊
澹
斎
（
朝
英
）
は
、
無
題
の
「
〔
双
調
〕
水
仙
子
」
二
首
。
盧
蘇
斎
は
藍
疏
斎
（
摯
）
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
「
〔
双

調
蜷
宮
曲
　
銭
唐
懐
古
」
、
「
同
　
六
月
望
西
湖
夜
帰
」
、
「
〔
双
調
〕
湘
妃
怨
　
西
湖
」
四
首
、
計
六
首
。
薦
海
粟
（
子
振
）
は
、
「
〔
中
呂
〕

紅
繍
鮭
　
題
小
山
蘇
堤
漁
唱
」
、
「
〔
正
宮
〕
鸚
鵡
曲
　
故
園
帰
計
」
、
「
同
　
憶
西
湖
」
計
三
首
。
縢
玉
雷
（
斌
）
は
特
に
な
し
。
貫
酸
斎
（
雲

石
）
は
、
無
題
の
「
〔
正
宮
〕
小
梁
州
」
四
首
、
「
〔
双
調
〕
蜷
宮
曲
」
二
首
、
「
〔
双
調
〕
寿
陽
曲
」
、
「
〔
中
呂
〕
粉
蝶
児
　
西
湖
遊
賞
」
、
計

八
首
。
馬
昂
夫
は
醇
昂
夫
の
異
名
。
無
題
の
「
〔
中
呂
〕
山
披
羊
」
「
〔
中
呂
〕
慶
東
原
　
西
皐
亭
適
興
」
二
首
、
「
〔
中
呂
〕
山
披
羊
　
西
湖

雑
詠
」
四
首
、
「
同
　
被
歩
」
、
「
同
　
苦
雨
」
、
無
題
の
「
〔
双
調
〕
殿
前
歓
」
四
首
、
無
題
の
「
同
　
楚
天
尭
過
清
江
引
」
三
首
、
計
十
六

首
。
相
当
な
数
の
作
品
が
西
湖
を
題
材
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
序
が
書
か
れ
た
の
は
、
折
し
も
、
「
至
正
七
年
十
一
月
朔
」
。
『
西
湖
竹
枝
集
』
が
編
ま
れ
た
前
年
で
あ
る
。

八

　
北
方
の
新
興
の
文
芸
た
る
散
曲
に
よ
っ
て
、
楊
維
槙
が
育
っ
た
江
南
の
象
徴
で
あ
る
西
湖
が
、
い
わ
ば
玩
具
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
屈
辱

感
、
対
し
て
江
南
人
が
ま
だ
十
分
に
西
湖
を
た
た
え
る
文
芸
を
生
ん
で
い
な
い
と
い
う
焦
燥
感
が
、
楊
維
槙
に
『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
作
ら
し

め
る
に
至
っ
た
一
つ
の
要
因
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
仮
説
で
あ
る
。
例
え
ば
、
関
漢
卿
の
『
〔
南
呂
〕
一
枝
歌
　
杭
州
景
』
が
、

　
　
普
天
下
錦
繍
郷
、
簑
海
内
風
流
地
。

　
　
大
元
朝
新
附
国
、
亡
宋
家
旧
華
夷
。

　
　
水
秀
山
奇
、
一
到
処
堪
遊
戯
。

　
　
這
答
児
式
富
貴
、
満
城
中
繍
幕
風
簾
、

　
　
一
関
地
人
煙
湊
集
。

と
高
ら
か
に
唱
わ
れ
る
の
を
、

し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
も
楊
維
禎
が
耳
に
し
た
な
ら
ば
、

や
は
り
文
化
的
な
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
刺
激
さ
れ
、

普
天
の
下
錦
繍
の
郷
、
簑
海
の
内
風
流
の
地
。

大
元
朝
の
新
附
国
、
亡
宋
家
の
旧
華
夷
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
た

水
は
秀
で
山
は
奇
に
し
て
、
一
到
る
処
遊
戯
す
る
に
堪
う
。

　
　
あ
た
り

這
の
答
児
は
武
だ
富
貴
、
城
中
に
満
つ
繍
幕
風
簾
、

一
関
地
に
人
煙
湊
集
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
朝
に
忠
誠
を
尽
く
す
知
識
人
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
続
け
た
彼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

楊
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

五
三



五
四

　
よ
り
直
接
的
に
、
楊
維
槙
の
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
影
響
を
与
え
た
と
筆
者
が
信
じ
る
散
曲
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
劉
乗
忠
の
作
と
伝
え
ら
れ

る
「
〔
南
呂
〕
乾
荷
葉
」
で
あ
る
。

　
　
南
高
峰
、
北
高
峰
、
惨
淡
煙
霞
洞
。
　
　
南
高
峰
、
北
高
峰
、
惨
淡
た
る
煙
霞
洞
。

　
　
宋
高
宗
、
一
場
空
。
　
　
　
　
　
　
　
　
宋
高
宗
、
一
場
空
し
。

　
　
呉
山
依
旧
酒
旗
風
、
両
度
江
南
夢
。
　
　
呉
山
旧
に
依
る
酒
旗
の
風
、
両
度
の
江
南
の
夢
。

　
劉
乗
忠
は
南
宗
亡
国
の
前
に
死
ん
だ
の
で
、
果
た
し
て
彼
の
作
か
ど
う
か
、
疑
い
を
存
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
人
が
、
南
宋
の
滅

ん
だ
こ
と
を
憐
れ
む
よ
う
な
語
気
を
、
こ
の
散
曲
の
聞
き
手
は
感
じ
取
っ
た
に
違
い
な
い
。
楊
維
禎
が
、
こ
の
曲
の
「
南
高
峰
、
北
高
峯
」

の
部
分
を
、
『
西
湖
竹
枝
歌
』
の
④
の
ご
と
く
、
恋
の
歌
へ
と
全
面
的
に
換
骨
奪
胎
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
用
意
は
相
当
な
も
の
だ
っ

た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
沈
生
楽
府
序
」
（
『
東
維
子
集
』
巻
十
二
）
で
は
、

　
　
　
我
が
朝
の
楽
府
は
、
辞
は
益
ま
す
簡
に
し
て
、
調
は
益
ま
す
厳
な
り
。
而
し
て
句
は
益
ま
す
媚
を
流
し
て
随
し
か
ら
ず
。
疏
斎
（
藍

　
　
摯
）
、
酸
斎
（
貫
雲
石
）
以
後
、
小
山
（
張
可
久
）
は
方
に
局
に
し
て
、
黒
劉
（
劉
庭
信
）
は
円
に
縦
な
り
。
方
に
局
な
る
は
、
才
に

　
　
拘
る
の
過
ち
也
。
円
に
縦
な
る
は
、
情
を
恣
ま
に
す
る
の
過
ち
也
。
二
者
得
に
之
を
失
す
。

と
、
元
朝
の
楽
府
、
す
な
わ
ち
散
曲
を
た
た
え
る
一
方
で
、
最
近
の
散
曲
の
低
調
を
批
判
す
る
。
黒
劉
、
劉
庭
信
に
は
、
西
湖
を
詠
じ
た
散

曲
は
の
こ
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
小
山
、
張
可
久
に
は
「
〔
黄
鐘
〕
人
月
円
　
春
日
湖
上
」
を
は
じ
め
、
筆
者
の
数
え
方
で
は
総
計
四
十

八
首
も
、
西
湖
及
び
附
近
の
景
勝
地
を
扱
っ
た
作
品
を
の
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
散
曲
作
家
に
抜
き
ん
で
て
多
い
。
張
可
久
は
一
三
四

〇
年
に
死
ん
だ
。
楊
維
槙
が
、
杭
州
に
居
を
う
つ
し
て
、
『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
作
り
始
め
る
数
年
前
で
あ
る
。
筆
者
は
、
楊
維
槙
が
、
張
可

久
の
散
曲
が
世
に
も
て
は
や
さ
れ
る
の
を
見
て
、
自
分
も
西
湖
を
題
材
に
し
て
、
散
曲
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
文
芸
を
創
始
し
た
い
と
い
う
技

痒
を
覚
え
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。



九

　
竹
枝
歌
も
散
曲
も
音
楽
抜
き
で
は
論
ぜ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
文
献
資
料
だ
け
で
は
、
音
楽
性
に
つ
い
て
は
何
も
い
え
な
い
。
た
だ
、
楊

維
禎
『
西
湖
竹
枝
歌
』
の
表
現
に
音
楽
を
連
想
さ
せ
る
部
分
が
際
だ
っ
て
多
い
と
い
う
こ
と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
①
の
「
蘇
小
」
は
、
楽
府
の
「
蘇
小
小
」
の
主
人
公
で
あ
る
。
②
で
は
、
「
唱
」
と
い
い
、
「
歌
舞
」
と
い
う
。
③
の
「
縷
金
衣
」
は
、
す

な
わ
ち
「
金
縷
衣
」
で
、
楽
府
題
。
「
琵
琶
」
も
出
て
く
る
。
④
の
雲
雨
は
『
楚
辞
』
の
『
高
唐
賦
』
を
音
心
識
す
る
。
楊
維
禎
に
よ
れ
ば
、
「
騒

（
楚
辞
）
の
下
は
楽
府
」
（
『
沈
氏
今
楽
府
序
』
『
東
維
子
集
』
巻
十
一
所
収
）
な
の
で
あ
る
。
⑥
で
も
、
「
琵
琶
」
が
出
る
。
⑦
に
至
っ
て
は
、

「
竹
枝
歌
」
そ
の
も
の
が
唱
わ
れ
、
「
空
侯
（
箜
篌
）
」
が
伴
奏
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
楽
府
題
の
「
公
無
渡
河
」
が
織
り
込
ま
れ
る
。

⑧
「
石
新
婦
」
は
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
巻
一
及
び
『
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
』
巻
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
石
婦
操
」
と
関
係
が
有
ろ
う
。

楊
維
禎
が
新
た
に
作
っ
た
琴
操
す
な
わ
ち
琴
曲
の
楽
府
題
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
音
楽
関
係
の
語
彙
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
劉
禺
錫
の
『
竹
枝
』
で
も
、
a
で
南
人
が
「
唱
」
い
、
b
で
も
「
唱
歌
」
と

い
っ
て
い
る
が
、
音
楽
関
係
は
そ
れ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
序
で
「
短
笛
を
吹
き
、
鼓
を
撃
ち
て
以
て
節
に
赴
く
」
と
い
っ
て
お
き
な
が
ら
、
楽

器
は
一
つ
も
出
て
こ
な
い
。
土
地
の
風
俗
、
風
景
を
記
す
の
に
熱
心
で
あ
り
、
音
楽
を
連
想
さ
せ
る
点
は
と
ぼ
し
い
。

　
楊
維
禎
は
、
劉
禺
錫
の
記
述
を
い
わ
ば
突
き
抜
け
て
、
本
来
の
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
楽
器
あ
り
の
、
現
実
に
生
き
て
い
る
民
謡
と
し
て

の
「
竹
枝
詞
」
に
立
ち
戻
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
む
し
ろ
、
劉
禺
錫
が
『
竹
枝
』
を
作
る
に
際
し
て
模
範
と
し
た
『
楚
辞
』
（
『
四
部
叢
刊
正
編
』
所
収
）
の
『
九
歌
』
の
方
が
、
音
楽
に
か

か
わ
る
表
現
に
満
ち
満
ち
て
い
る
．
『
東
皇
太
一
』
、
「
撃
揚
げ
碁
警
響
、
節
を
疏
緩
し
て
宴
歌
し
、
竿
馨
趣
碁
浩
厚
」
、

「
五
音
紛
と
し
て
分
集
会
す
」
。
『
湘
君
』
、
「
参
差
（
ふ
え
の
一
種
）
を
吹
く
も
誰
を
か
思
う
な
ら
ん
」
。
『
東
君
』
、
「
麸
を
細
め
号
鼓
を
交
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

鐘
を
箭
ら
し
て
分
簾
を
恥
ら
す
…
」
。
『
礼
魂
』
、
「
礼
を
成
し
て
号
鼓
を
会
し
、
芭
を
伝
え
て
号
代
わ
る
が
わ
る
舞
う
、
袴
き
女
侶
い
て

分
容
与
た
り
」
。
巫
女
に
よ
る
歌
舞
と
伴
奏
か
ら
成
り
立
つ
『
楚
辞
』
の
世
界
に
ま
で
復
古
す
る
こ
と
を
、
楊
維
槙
は
目
指
し
て
い
る
と
い

え
な
い
か
。

楊
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

五
五



五
六

4

　
一
方
、
散
曲
も
、
元
代
で
は
読
む
文
学
で
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
楽
器
あ
り
の
芸
能
で
あ
っ
た
。
先
に
引
い
た

「
沈
氏
今
楽
府
序
」
に
い
う
。
「
（
沈
）
子
厚
は
時
時
酒
肴
と
今
楽
府
と
を
持
し
て
至
る
。
至
れ
ば
必
ず
呉
娃
に
命
じ
て
腔
に
度
し
て
酒
を
引

き
吾
が
為
に
寿
せ
し
む
」
。
楊
維
槙
も
ま
た
自
作
を
、
伴
奏
付
き
で
妓
女
た
ち
に
唱
わ
せ
た
り
、
舞
わ
せ
た
り
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
拙

論
の
『
楊
維
槙
『
続
奮
集
』
に
つ
い
て
」
（
『
島
大
言
語
文
化
』
一
一
号
　
二
〇
〇
一
年
七
月
）
で
論
じ
た
。
楊
維
槙
は
、
歌
舞
劇
団
長
よ
ろ

し
く
、
妓
女
を
ひ
き
い
て
、
各
地
で
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
散
曲
の
盛
行
に
一
矢
を
む
く
い
ん

と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
過
剰
な
ま
で
の
復
古
に
よ
っ
て
、
最
新
の
流
行
に
対
応
す
る
と
い
う
、
楊
維
槙
の
姿
勢
は
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
娼

妓
の
起
源
は
遠
く
巫
娼
に
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
（
王
書
奴
編
著
『
中
国
娼
妓
史
』
一
九
三
三
　
一
九
八
八
上
海
三
聯
書
店
影
印
　
第
二

章
　
巫
娼
時
代
　
参
照
）
新
興
の
景
勝
地
西
湖
で
、
眼
前
の
声
妓
が
唱
う
竹
枝
歌
が
、
太
古
の
巫
女
の
雰
囲
気
を
濃
厚
に
宿
し
て
い
る
。
神

々
が
西
湖
に
集
っ
て
、
歌
舞
劇
を
演
じ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
奇
妙
さ
の
演
出
こ
そ
、
楊
維
槙
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。

十

　
さ
て
、
余
論
と
し
て
、
『
西
湖
竹
枝
歌
』
の
テ
ク
ス
ト
の
ち
が
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
『
元
詩
選
』
所
収
の
『
西
湖
竹
詩
歌
』
に
は
、
二
作
」
と
し
て
、
他
の
テ
ク
ス
ト
と
の
異
同
に
言
及
す
る
こ
と
、
二
十
三
ヶ
所
の
多
き

に
及
ぶ
。
そ
れ
ほ
ど
に
テ
ク
ス
ト
間
の
ち
が
い
が
大
き
い
の
は
、
楊
維
禎
の
手
を
離
れ
て
、
こ
の
作
品
が
広
く
流
伝
し
た
証
左
と
い
え
る
か

も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
筆
者
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
テ
ク
ス
ト
の
系
統
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
所
収
、
す
な
わ
ち
先
に
掲
出
し
た
①
か
ら
⑨
の
9
首
と
、
『
元

詩
体
要
』
所
収
の
十
首
で
あ
る
。
字
句
の
ち
が
い
も
大
き
く
て
、
あ
る
い
は
重
要
な
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ま
は
取
り
あ
え
ず
無
視
し

て
、
『
元
詩
体
要
』
所
収
の
十
二
首
の
順
序
を
示
せ
ば
、
①
③
⑤
④
⑧
②
⑨
ア
イ
ウ
で
あ
る
。
ア
イ
ウ
と
し
た
も
の
は
左
の
如
し
。



ア
水
仙
廟
下
是
儂
楼

　
楼
前
有
償
蓮
葉
舟

　
行
人
苦
道
横
波
急

　
不
載
行
人
西
渡
頭

水
仙
廟
下
は
是
れ
儂
が
楼

楼
前
儂
が
蓮
葉
舟
有
り

行
人
苦
ろ
に
道
う
横
波
急
に
し
て

行
人
を
載
せ
ず
西
渡
頭
と

イ
採
蓮
能
歌
歌
莫
愁

　
国
学
吹
笛
唱
梁
州

　
不
識
黄
雲
朧
水
怨

　
吹
作
大
堤
楊
柳
秋

蓮
を
採
り
能
く
歌
い
莫
愁
を
歌
う

因
り
て
笛
を
吹
く
を
学
び
て
梁
州
を
唱
う

識
ら
ず
黄
雲
朧
水
の
怨
み

吹
き
で
大
堤
楊
柳
の
秋
と
作
る
を

ウ
奴
家
即
在
西
膣
頭

　
不
比
春
風
蘇
小
愁

　
人
道
西
湖
女
淫
書

　
安
得
有
此
青
陵
丘

奴
家
は
即
ち
在
り
西
膣
頭

比
せ
ず
春
風
蘇
小
の
愁
い
に

人
は
道
う
西
湖
の
女
は
淫
苦
な
り
と

安
ん
ぞ
得
ん
此
の
青
陵
の
丘
の
有
る
こ
と
を

『
元
詩
体
要
』
は
⑥
⑦
を
収
め
な
い
。
こ
の
⑥
⑦
に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
押
韻
法
で
あ
る
。
⑥
の
韻
字
は
、
「
何
」
、
「
琶
」
、

「
婆
」
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
韻
（
平
水
韻
）
に
お
け
る
韻
目
は
「
下
平
五
歌
」
、
「
下
平
六
麻
」
、
「
下
平
五
歌
」
。
⑦
の
韻
字
は
、
「
瓜
」
、
「
歌
」
、
「
河
」
、

そ
れ
ぞ
れ
韻
目
は
「
下
平
六
麻
」
、
「
下
平
五
歌
」
、
「
下
平
五
歌
」
。
近
体
詩
の
ル
ー
ル
か
ら
外
れ
た
押
韻
で
あ
る
。
⑦
は
、
な
お
、
第
一
句

の
韻
を
わ
ざ
と
ず
ら
す
、
宋
代
以
後
は
や
っ
た
「
隣
韻
」
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
見
な
せ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
⑥
は
第
二
句
の
韻
の
み
を
ず
ら

し
て
い
る
の
で
隣
韻
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
筆
者
は
、
恐
ら
く
古
韻
を
用
い
た
の
だ
と
考
え
る
。
「
歌
」
「
麻
」
は
上
古
に
お
い
て
通
押
す
る
。
こ
れ
は
後
世
の
段
玉
裁
の
い
わ
ゆ
る
第

楊
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

五
七



五
八

十
七
部
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
南
宗
の
呉
械
（
才
老
）
に
よ
る
先
駆
的
な
古
韻
分
類
の
書
『
韻
補
』
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
三
二
七

冊
所
収
）
が
、
下
平
九
「
麻
」
下
に
「
古
え
は
声
を
転
じ
て
「
歌
」
に
通
ず
」
と
い
う
の
に
、
直
接
し
た
が
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
鉄
崖
先

生
古
楽
府
』
の
張
天
雨
（
雨
）
の
序
に
「
今
代
善
く
呉
才
老
の
韻
書
を
用
い
、
古
語
を
以
て
之
を
駕
御
す
る
に
、
李
季
秋
（
孝
光
）
、
楊
廉

夫
は
遂
に
作
者
と
称
す
」
と
あ
る
。
古
楽
府
作
品
に
お
い
て
、
楊
維
槙
は
し
ば
し
ば
叶
韻
を
用
い
る
が
、
こ
の
二
首
も
そ
の
延
長
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
ま
た
、
こ
の
時
代
の
西
湖
付
近
の
方
言
で
二
つ
の
韻
の
音
色
が
か
な
り
類
似
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
も

つ
。
た
と
え
ば
、
現
代
の
上
海
方
言
で
は
、
「
歌
」
韻
は
「
u
」
の
韻
母
と
な
り
、
「
麻
」
韻
も
そ
れ
に
近
い
「
o
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

他
の
方
言
と
違
っ
て
ど
ち
ら
の
韻
目
も
、
円
唇
的
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
地
方
性

を
強
調
せ
ん
が
た
め
に
、
こ
の
通
押
を
わ
ざ
と
犯
し
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
音
韻
学
の
知
識
に
乏
し
い
の
で
、
厳
密
な
議
論
を
展
開
す
る
力
は
筆
者
に
は
な
い
が
、
も
し
も
右
の
如
き
仮
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
復

古
判
い
に
し
え
ぶ
り
を
装
う
と
と
も
に
、
地
方
性
H
お
く
に
ぶ
り
を
も
印
象
に
与
え
る
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
え
よ
う
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
高
度
な
企
み
を
籠
め
た
と
し
て
も
、
多
く
の
読
者
は
単
に
奔
放
な
拗
体
と
し
か
認
識
で
き
ず
、
楊
維
禎
の
思
惑
を
理

解
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
唱
和
す
る
作
品
を
広
く
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
散
局
の
盛
行
に
対
抗

し
て
、
自
身
の
文
学
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
実
際
に
世
に
公
に
す
る
に
際
し
て
は
、
⑥
⑦
の
二
首
を
除
い
た
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
傍
証
と
し
て
、
現
存
『
西
湖
竹
枝
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
楊
維
槙
に
和
し
た
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う
な
通
押
の
例
は
一
つ
も
な

い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
存
『
西
湖
竹
枝
集
』
は
順
序
こ
そ
違
え
、
①
か
ら
⑨
の
詩
が
全
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
来
の
形
で

は
な
く
て
、
あ
と
か
ら
、
⑥
⑦
が
補
わ
れ
た
。
だ
か
ら
、
和
す
る
も
の
の
念
頭
に
は
⑥
⑦
は
な
か
っ
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
元

詩
選
』
に
お
い
て
、
⑥
⑦
の
み
が
他
の
テ
ク
ス
ト
と
の
異
同
に
言
及
し
な
い
の
も
、
こ
の
二
首
が
、
ひ
ろ
い
流
伝
に
よ
る
変
化
を
免
れ
た
、

す
な
わ
ち
、
公
表
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
し
め
す
傍
証
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
元
詩
体
要
』
に
の
み
あ
ら
わ
れ
る
三
首
ア
イ
ウ
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。
果
た
し
て
楊
維
槙
の
作
か
ど
う
か
は
お
お



い
に
疑
わ
し
い
。
三
首
連
続
し
て
下
平
十
一
尤
韻
を
用
い
て
い
る
の
も
、
奇
妙
で
あ
る
。
た
だ
、
三
首
と
も
、
同
字
の
重
複
使
用
を
し
て
い

る
こ
と
、
全
体
の
「
尻
取
」
的
構
造
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
特
に
最
終
の
ウ
の
「
蘇
小
」
か
ら
最
初
の
①
の
「
蘇
小
」
へ
と
循
環
的

な
尻
取
構
造
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
、
三
首
と
も
近
体
詩
の
規
則
か
ら
外
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
、
イ
「
採
蓮
（
曲
）
」
、
「
莫
愁
（
歌
）
」
、

「
笛
」
、
「
唱
」
、
「
梁
州
」
、
「
大
堤
（
曲
）
」
、
「
楊
柳
（
詞
）
」
、
ウ
「
蘇
小
（
小
歌
）
」
な
ど
、
楽
府
題
や
音
楽
を
連
想
さ
せ
る
語
彙
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
楊
維
槙
が
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
要
求
し
た
で
あ
ろ
う
条
件
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
こ
の
三
首
が
楊
維
槙
の
作
品
で

な
く
て
も
、
十
分
に
『
西
湖
竹
枝
歌
』
の
一
員
に
加
え
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
『
元
詩
体
要
』
本
十
首
の
形
で
、
『
西
湖
竹
枝

歌
』
が
、
当
時
流
布
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
違
い
に
、
筆
者
は
、
文
学
運
動
の
主
催
者
と
し
て
、
い
か
に
世
に
受
け
い
ら
れ
る
形
で
作
品
を
公
表
す
る

か
、
検
討
を
重
ね
る
楊
維
槙
の
苦
心
の
様
を
読
み
と
り
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

結
論

　
楊
維
槙
は
常
に
人
の
意
表
に
出
る
こ
と
を
好
み
、
な
か
な
か
尻
尾
の
つ
か
み
に
く
い
文
学
者
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
①
の
詩
の
後
二
句
は
、

東
西
南
北
の
四
方
の
字
を
そ
ろ
え
る
か
に
見
え
て
、
結
局
は
「
東
」
字
を
欠
い
て
、
「
南
」
字
を
二
度
用
い
る
。
素
朴
な
句
づ
く
り
の
よ
う

に
見
せ
て
お
い
て
、
素
直
に
終
わ
ら
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
韜
晦
的
な
性
格
が
強
い
人
物
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
程
度
、
大
胆
な
解
釈
を
試
み

た
。
筆
者
の
指
摘
し
た
こ
と
は
全
作
品
に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
単
な
る
偶
然
だ
と
い
う
そ
し
り
は
当
然
受
け
る
で
あ
ろ
う
。

筆
者
自
身
が
、
不
思
議
に
思
う
点
を
取
り
上
げ
、
ま
ず
筆
者
自
身
が
納
得
で
き
る
よ
う
に
仮
説
を
立
て
た
と
い
う
の
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
で

あ
る
。『

西
湖
竹
枝
歌
』
は
、
楊
維
槙
の
天
才
に
よ
っ
て
易
々
と
作
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
彼
の
他
の
古
楽
府
作
品
と
同
様
、
伝
統
回

帰
を
目
指
す
一
方
、
新
た
な
時
代
状
況
に
も
対
応
す
る
と
い
う
離
れ
業
を
実
現
す
べ
く
、
研
鑽
を
積
ん
だ
結
果
の
よ
う
で
あ
る
。

　
今
回
は
、
形
式
面
に
偏
っ
て
論
を
進
め
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
形
式
よ
り
は
内
容
が
、
読
者
の
心
を
よ
り
強
く
打
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内

揚
維
槙
『
西
湖
竹
枝
歌
』
に
つ
い
て

五
九



六
〇

容
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
理
解
す
る
た
め
に
は
、
楊
維
禎
の
他
の
竹
枝
歌
や
、

和
し
た
大
量
の
作
品
群
に
つ
い
て
も
、
分
析
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

同
時
代
や
後
世
の
『
西
湖
竹
枝
歌
』

1こ




